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冷
戦
が
終
わ
っ
て
35
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
当

時
、
米
ソ
対
立
は
終
わ
り
平
和
が
訪
れ
る
と
思
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
世
界
中
で
地
域
紛
争
が
広
が
り
、
現
在
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
へ
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
の
よ
う
に
む
し
ろ
残
虐
さ
を
増
し
、
無
抵
抗
の
市
民
や

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
爆
撃
と
殺
戮
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
米
国
は
武
器
援
助
と
資
金
援
助
で
支
援
し
て

い
る
。
世
界
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
多
く
の
戦
争
の
背
後
に

米
国
が
い
る
。
米
国
は
、
世
界
の
地
域
紛
争
に
よ
っ
て
儲

け
、
覇
権
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
。

戦
争
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
何
か
、
そ
し
て
平
和
な
世

界
を
ど
う
作
る
か
を
、
新
し
い
年
に
当
た
り
、
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
て
み
た
い
。

▼
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦
争

イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
三

枚
舌
外
交
に
端
を
発
し
、
１
９
４
７
年
の
国
連
の
パ
レ
ス

チ
ナ
分
割
決
議
に
起
源
を
持
つ
。
２
０
２
３
年
10
月
の
ハ

マ
ス
の
イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
と
人
質
確
保
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

激
し
い
爆
撃
を
生
み
、
無
差
別
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が
ガ
ザ

北
部
、
今
や
ガ
ザ
南
部
の
人
々
の
上
に
も
降
り
注
い
で
い

る
。
既
に
1
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る
人
が
亡
く
な
り
、

う
ち
子
ど
も
や
乳
幼
児
は
５
５
０
０
人
を
超
え
る
。
国
連

職
員
、
医
師
や
報
道
関
係
者
も
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
11
月
23
日
、
国
連
女
性
機
関
の
シ
マ
・
バ

フ
ー
ス
事
務
局
長
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。「
ガ
ザ
で
殺

害
さ
れ
た
約
１
万
４
０
０
０
人
の
67
％
が
女
性
と
子
ど
も

だ
。
ガ
ザ
の
母
親
ら
は
平
和
が
訪
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

子
ど
も
を
抱
い
て
眠
っ
て
い
る
間
に
早
く
死
ね
る
よ
う
に

と
祈
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
至
っ
た
こ
と
を
我
々

は
恥
じ
る
べ
き
だ
」。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ル
ダ
ン
国
連
大

使
は
、
こ
の
発
言
に
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
被
害
が
無
視
さ
れ

て
い
る
」
と
反
発
し
、「
国
連
女
性
機
関
は
恥
を
知
れ
」

と
名
指
し
で
非
難
し
た
（
読
売
新
聞
）。

こ
の
非
人
道
的
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
に
対
し
、
国
連
は
強

い
声
を
上
げ
た
。
国
連
総
会
で
１
２
１
カ
国
が
戦
争
停
止

に
賛
成
し
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
の
「
パ
レ
ス
チ

ナ
の
人
々
へ
の
国
際
法
違
反
の
爆
撃
を
止
め
、
即
時
停
戦

せ
よ
」
と
い
う
言
葉
は
、
世
界
の
４
分
の
３
の
国
々
に
支

持
さ
れ
た
。

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
も
米
国
も
、
ハ
マ
ス
を
テ
ロ
リ
ス
ト
と
名

指
し
し
て
い
る
が
、
ハ
マ
ス
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ミ
サ
イ
ル

爆
撃
に
よ
っ
て
ガ
ザ
の
人
々
が
殺
さ
れ
る
中
、
２
０
０
６

年
パ
レ
ス
チ
ナ
国
政
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
体
だ
。
も
と
も

と
は
社
会
扶
助
団
体
と
し
て
活
動
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ミ

サ
イ
ル
や
銃
撃
に
抗
し
、
若
者
を
含
む
１
割
程
度
が
テ
ロ

を
行
使
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
現
状
、
テ
ロ
以
上

に
激
し
い
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
遂
行
し
て
い
る
の
は
イ
ス
ラ

エ
ル
だ
。

今
世
界
の
３
分
の
２
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
爆
撃
を
非
難
し

止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
米
国
で
も
大
学
の
若
者
た
ち
、

ユ
ダ
ヤ
人
グ
ル
ー
プ
も
イ
ス
ラ
エ
ル
を
非
難
し
て
い
る
。

日
本
は
米
国
に
遠
慮
し
て
停
戦
に
棄
権
の
立
場
を
取
る
の

で
は
な
く
、
即
時
停
戦
と
国
連
の
ガ
ザ
復
興
支
援
を
支
持

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争

イ
ス
ラ
エ
ル
の
状
況
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
。
米
議
会
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
支
援

は
合
意
を
得
ら
れ
ず
、
米
の
軍
事
支
援
が
な
け
れ
ば
ウ
ク

ラ
イ
ナ
は
早
晩
負
け
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
総
司
令
官
ザ

ル
ジ
ニ
ー
は
「
停
戦
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
だ
」

と
提
案
し
た
が
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
「
ロ
シ
ア
が
出
て
い

く
ま
で
戦
う
」
と
言
い
続
け
て
い
る
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
の

人
気
は
落
ち
、
来
年
の
大
統
領
選
挙
で
敗
北
も
予
想
さ
れ

て
い
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
も
イ
ス
ラ

エ
ル
の
爆
撃
も
米
の
武
器
と
支
援
が
な
け
れ
ば
起
こ
り
え

な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
２
万
人
の
兵
士
が
国
境
を
越
え

て
逃
れ
、「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
い
な
け
れ
ば
戦
争
は
起
こ

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
人
た
ち
も
現
れ
て
い
る
。
岸
田
首

相
は
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
に
「
必
勝
し
ゃ
も

じ
」
を
送
っ
た
が
、
国
連
の
即
時
停
戦
の
提
案
を
こ
そ
支

持
す
べ
き
だ
ろ
う
。

▼
転
落
し
て
い
く
日
本

今
、
世
界
は
大
転
換
の
時
代
だ
。
２
０
２
４
年
、
日
本

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
ド
イ
ツ
に
抜
か
れ
世
界
第
４
位
に
な
る
。
日

本
が
中
国
を
敵
と
み
な
し
、
中
国
経
済
の
衰
退
を
願
う
本

を
山
の
よ
う
に
書
店
に
積
み
上
げ
て
い
る
間
、
衰
退
し
て

い
る
の
は
日
本
と
米
国
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
、
米
国
最
大
の
金
融
機
関
ゴ
ー
ル
ド
マ

ン
・
サ
ッ
ク
ス
が
、
25
年
後
、
50
年
後
の
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ラ

ン
キ
ン
グ
予
測
（
左
表
）
を
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

中
国
や
イ
ン
ド
に
加
え
日
本
人
の
多
く
が
「
後
進
国
」
と

考
え
て
き
た
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
、
Ｇ
20
、
Ｇ
77
な
ど
１
２
０
〜

１
４
０
カ
国
が
急
速
に
成
長
。
50
年
後
、
中
国
・
イ
ン
ド

が
１
、２
位
を
占
め
、
ア
メ
リ
カ
は
３
位
に
残
っ
て
い
る

が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

エ
ジ
プ
ト
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
ト
ッ
プ
８
と
な
る
。
日
本
は
、

25
年
後
に
は
６
位
、
50
年
後
に
は
12
位
に
転
落
す
る
。

少
子
高
齢
化
も
そ
の
大
き
な
要
因
だ
。
日
本
で
は
現

在
、
人
口
の
３
割
が
65
歳
以
上
、
40
年
後
に
は
４
割
が
65

歳
以
上
に
な
る
。
即
ち
40
年
で
労
働
力
人
口
は
半
減
し
、

２
１
０
０
年
に
は
人
口
３
分
の
1
、
２
２
０
０
年
に
は
人

口
１
割
程
度
、
２
３
０
０
年
に
は
計
算
上
消
滅
す
る
？ 

見
込
み
だ
。
少
子
化
対
策
、
移
民
対
策
、
女
性
支
援
は
必

至
だ
が
、
年
収
１
０
０
万
の
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
極
貧
家

庭
は
放
置
さ
れ
、
５
年
で
43
兆
円
の
軍
事
費
だ
け
が
膨
れ

上
が
っ
て
い
る
。

▼
新
し
い
国
際
秩
序
を

２
０
２
３
年
10
月
半
ば
に
中
国
に
招
聘
さ
れ
た
際
、
一

帯
一
路
の
10
周
年
が
あ
っ
た
。
１
５
０
カ
国
が
加
盟
、

１
４
０
カ
国
と
30
団
体
（
国
連
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
、
上
海
協
力
機
構
含
む
）
が
参
加
し
て
い
た
。

一
帯
一
路
政
策
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
欧
州
（
南

欧
）
の
貧
し
い
国
々
に
高
速
道
路
や
高
速
鉄
道
、
空
港
を

整
備
し
、
経
済
発
展
や
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
砂
漠
に

風
力
発
電
所
）
を
実
現
し
て
い
っ
た
功
績
は
無
視
で
き
な

い
。
万
里
の
長
城
と
同
様
、「
中
国
が
滅
ん
で
も
道
は
残

る
」
と
い
う
超
歴
史
的
な
哲
学
の
下
、
道
な
き
道
に
道
路

や
鉄
道
を
整
え
る
と
い
う
中
国
の
経
済
発
展
と
平
和
の
理

念
。
こ
こ
に
、
中
国
と
関
わ
り
の
深
い
沖
縄
、
日
本
の
企

業
や
メ
デ
ィ
ア
も
合
流
し
て
、
日
中
韓
が
地
域
連
携
し
、

世
界
を
覆
う
一
帯
一
路
を
ア
ジ
ア
の
力
で
作
り
、
日
本
の

頭
打
ち
経
済
も
復
興
さ
せ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

今
後
、
２
０
３
０
年
、
２
０
４
０
年
が
転
換
点
と
な

る
。
中
国
が
、
次
い
で
イ
ン
ド
が
ア
メ
リ
カ
を
凌
ぐ
。
米

欧
の
軍
事
力
や
Ｇ
７
に
よ
る
少
数
支
配
は
21
世
紀
半
ば
で

終
焉
を
迎
え
る
と
み
る
。
危
険
な
の
は
、
そ
れ
を
軍
事
力

で
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
だ
。
も
し
米
欧
が
軍
事
力

に
よ
り
緊
張
を
生
む
こ
と
で
世
界
支
配
を
続
け
よ
う
と
す

る
な
ら
、
そ
の
時
代
は
終
焉
を
迎
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

そ
の
象
徴
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
に
対
す
る

無
差
別
の
爆
撃
だ
。
病
院
へ
の
爆
撃
、
燃
料
や
水
さ
え
与

え
ず
、
人
を
集
団
飢
餓
で
殺
し
て
い
く
よ
う
な
残
虐
さ
、

そ
れ
を
支
持
す
る
米
国
と
欧
州
。
旧
植
民
地
時
代
、
米

国
の
一
極
覇
権
時
代
な
ら
そ
れ
は
許
さ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
は
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。

世
界
は
、
平
和
と
停
戦
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
ガ
ザ
だ

け
で
な
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
ま
た
東
ア
ジ
ア
も
同
様
で
あ

ろ
う
。
21
世
紀
後
半
に
は
、
米
国
・
欧
州
・
日
本
は
少
数

者
に
転
落
す
る
。

21
世
紀
後
半
か
ら
の
新
国
際
秩
序
を
、
平
和
と
安
定
の

時
代
を
ど
う
作
る
か
。
日
中
韓
イ
ン
ド
・
ア
ジ
ア
諸
国
の

地
域
協
力
の
理
念
、
経
済
力
、
勤
勉
か
つ
高
い
文
化
と
哲

学
を
持
つ
ア
ジ
ア
の
市
民
か
ら
連
携
し
よ
う
。
特
に
米
欧

と
新
興
国
を
つ
な
ぐ
役
割
、
そ
れ
は
日
中
韓
の
市
民
で
あ

る
よ
う
に
思
う
。
市
民
が
動
き
、
新
し
い
世
界
を
東
ア
ジ

ア
か
ら
創
設
し
て
い
こ
う
！
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